
一
般
職
の
改
定
案

一
般
職
と
も
言
え
る
「
基

幹
系
統
」
（
経
営
活
動
の
基

盤
的
実
務
遂
行
層
）
の
賃
金

は
、
従
来
の
「
基
礎
給
＋
資

格
職
階
給
」
と
い
う
形
態
か

ら
離
れ
「
役
割
給
」
と
す
る

と
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
役
割
給
を
二
つ
の
要

素
に
別
け
る
と
し
て
、

「
役
割
基
礎
部
分
」

「
役
割
成
果
部
分
」
で

構
成
す
る
、
と
し
て
い

ま
す
。

こ
の
要
素
の
理
解
を

す
る
た
め
に
賃
金
カ
ー

ブ
を
示
す
上
図
を
参
考

に
す
る
と
、

・
役
割
基
礎
部
分
は
、

一
定
年
齢
（
30
歳
）
ま

で
、
毎
年
一
定
額
（
Ｙ

円
）
ず
つ
昇
給
す
る
。

・
役
割
成
果
部
分
は
、

等
級
別
テ
ー
ブ
ル
に
よ

り
決
定
す
る
。

・
役
割
基
礎
部
分
と
役
割
成

果
部
分
の
合
計
が
、
一
定
年

齢
（
Ｘ
２
歳
）
以
降
は
、
一

定
水
準
（
Ｚ
円
）
を
下
回
ら

な
い
。
と
な
っ
て
い
ま
す
。

専
門
企
画
系
統

専
門
企
画
系
統
（
経
営
活

動
の
中
核
的
実
行
層
）
は
、

年
俸
制
・
月
報
制
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。

一
時
金
制
度
は

中
元
年
末
手
当
と
い
う
名

称
で
呼
ば
れ
「
等
級
別
定
額

＋
業
績
別
加
算
」
方
式
に
変

更
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

（次
ペ
ー
ジ
に
改
訂
原
文
掲
載
）
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三
菱
電
機
の
処
遇
制
度
改
訂
案

（発 行）
＊働きやすい職場をめざす

（連絡先） 日立武蔵の会
＊東村山市恩多町3-11-18 谷口利男

＊電話・FAX ; 042-394-0937
＊ﾒｰﾙ;hitachikon@jcom.home.ne.jp
＊要望・意見を気軽にお寄せ下さい。

▼
秋
の
野
に
咲
き
た
るる

花
を
指
折
り
か
き
数
ふふ

れ
ば
七
草
の
花

萩
のの

花

尾
花

葛
花

撫
子子

の
花

女
郎
花
ま
た
藤藤

袴袴袴袴

朝
貌
の
花
（
万
葉
集
、、

山山山山
上
憶
良
）
。
秋
の
七
草
をを

詠詠詠詠
ん
だ
歌
で
す
▼
秋
も
た
けけ

なななな
わ
に
な
り
、
美
し
く
花
がが

咲咲咲咲
い
て
い
ま
す
。
阪
神
も
1188

年年年年
ぶ
り
に
大
輪
を
咲
か
せ
、、

フフフフ
ァ
ン
を
喜
ば
せ
て
い
ま
す
。。。。。

小小小小
泉
さ
ん
は
総
裁
に
再
選
出出

ささささ
れ
ま
し
た
が
ど
ん
な
花
をを

咲咲咲咲
か
す
の
で
し
ょ
う
か
▼
小小

泉泉泉泉
さ
ん
が
壊
し
た
の
は
自
民民

党党党党
で
は
な
く
、
日
本
経
済
とと

平平平平
和
、
国
民
の
く
ら
し
で
国国

民民民民
に
痛
み
を
押
し
付
け
ま
しし

たたたた
。
咲
か
し
た
花
は
た
と
ええ

様様様様
も
な
い
醜
い
花
で
は
な
いい

でででで
し
ょ
う
か
▼
11
月
は
総
選選

挙挙挙挙
で
す
。
花
を
愛
で
る
優
しし

いいいい
心
、
思
い
や
り
溢
れ
る
社社

会会会会
を
創
り
た
い
も
の
で
す
。。

雨雨雨雨
の
庭

萩
起
こ
し

女
かか

なななな
（
尾
崎
紅
葉
）

集積回路

基基基基本本本本賃賃賃賃金金金金額額額額 最最最最高高高高値値値値のののの合合合合計計計計値値値値

変動幅
Ｚ円

成果部分（最下限値）
初任給

(154,500円)
基礎部分（昇給Ｙ円/年）

18歳歳 ((30歳歳)) X2歳歳 勤勤続続･

ル
ネ
サ
ス
社
員
の
処
遇
制
度
は
、
RH
と
RM
で
違
い
が
あ
り
、
日
立
側
に
は
日
立
の
処
遇
制
度
改
訂

がが
適
用
さ
れ
ず
、
三
菱
電
機
側
は
適
用
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
現
在
三
菱
側
で
処
遇
制
度
の
改
訂

作作
業
が
進
行
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
内
容
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。



９
月
20
〜
21
日
、
琵
琶
湖
の
会

場
に
て
電
機
懇
第
16
回
総
会
が
行

わ
れ
、
全
国
の
職
場
か
ら
１
１
５

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
リ
ス
ト
ラ

合
理
化
、
工
場
閉
鎖
、
不
当
解
雇
、

等
な
ど
厳
し
い
職

場
状
況
の
中
、
攻

撃
を
許
さ
ず
活
動

し
て
い
る
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
職
場
で
解
雇
問

題
が
発
生
し
た
時
、

電
機
懇
の
支
援
を

受
け
て
学
習
や
ビ

ラ
を
配
布
し
、
こ

の
７
月
に
従
業
員

40
人
の
職
場
で
31

名
の
労
働
組
合
を

結
成
し
た
。
労
働

者
の
生
活
と
権
利
を
守
る
組
合
に

し
て
行
き
た
い
。

②
職
場
の
同
僚
が
腰
痛
で
病
欠
と

な
り
、
上
長
に
労
災
認
定
の
申
請

を
し
て
欲
し
い
と
相
談
し
た
ら

「
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
な
」
と
言
わ

れ
、
電
機
懇
が
相
談
を
受
け
て
02
年

８
月
に
労
災
認
定
を
申
請
し
、
今
年

９
月
に
認
定
を
勝
ち
取
っ
た
。

③
組
合
の
役
員
選
挙
に
立
候
補
し
た

電
機
懇
の
会
員
が
、

過
去
最
高
の
40
・

１
％
の
得
票
を
得

た
。
そ
の
要
因
に
、

一
時
金
支
給
は
業

績
反
映
で
は
４
・

75
ヵ
月
で
あ
る
の

に
「
本
当
の
Ｖ
字

回
復
に
な
っ
て
い

な
い
」
と
４
・
１
ヵ

月
に
抑
え
ら
れ
た

事
も
あ
る
と
指
摘

さ
れ
た
。

大
企
業
は
こ
れ

で
も
か
と
、
賃
金
カ
ッ
ト
、
人
員
削

減
を
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
結
果
が

今
回
連
続
し
て
発
生
し
て
い
る
大
事

故
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

（
Ｓ
）
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電
機
懇
総
会
に
参
加
し
て

三
菱
電
機
の
改
訂
案

賃
金
制
度

（（（（
１
）
基
幹
系
統
（
経
営
活
動
の

基基基基
盤
的
実
務
遂
行
層
）

①
従
来
の
「
基
礎
給
＋
資
格
職

階階階階
給
」
と
い
う
形
態
を
離
れ
、
役

割割割割
給
と
す
る
。

②
一
定
年
齢
ま
で
の
職
務
経
験

のののの
蓄
積
に
よ
る
能
力
伸
展
・
習
熟

とととと
成
果
と
の
相
関
を
勘
案
し
、
役

割割割割
給
を
以
下
の
二
つ
の
要
素
で
構

成成成成
す
る
。
（
た
だ
し
、
賃
金
項
目

とととと
し
て
独
立
さ
せ
る
か
否
か
な
ど

のののの
詳
細
は
今
後
検
討
す
る
）

・
役
割
基
礎
部
分
＝
一
定
年
齢

（（（（
Ｘ
１
歳
）
ま
で
、
毎
年
一
定
額

（（（（
Ｙ
円
）
ず
つ
昇
給
す
る
。

・
役
割
成
果
部
分
＝
等
級
別
テ
ー

ブブブブ
ル
に
よ
り
決
定
す
る
。

・
役
割
基
礎
部
分
と
役
割
成
果

部部部部
分
の
合
計
が
、
一
定
年
齢
（
Ｘ

２２２２
歳
）
以
降
は
、
一
定
水
準
（
Ｚ

円円円円
）
を
下
回
ら
な
い
。

（（（（
２
）
専
門
企
画
系
統
（
経
営
活

動動動動
の
中
核
的
実
行
層
）

①
Ａ
・
Ｂ
職
群
は
、
よ
り
業
績績

志
向
を
強
め
る
た
め
年
俸
制
の
導導

入
を
検
討
す
る
。

②
Ｃ
職
群
お
よ
び
Ｄ
職
群
中
のの

課
長
級
管
理
者
は
、
月
報
制
と
すす

る
。③

Ｄ
職
群
中
の
課
長
級
管
理
者者

で
な
い
者
は
、
月
俸
制
と
は
せ
ず
、、、、、

賃
金
形
態
に
つ
い
て
別
途
検
討
すす

る
。

中
元
年
末
手
当

（
１
）
基
幹
系
統

従
来
の
賃
金
項
目
に
一
定
の
係係

数
を
乗
じ
て
算
出
す
る
方
式
か
らら

「
等
級
別
定
額
＋
業
績
別
加
算
」」

方
式
に
変
更
し
、
業
績
別
加
算
額額

に
つ
い
て
は
、
毎
回
成
績
の
見
直直

し
を
行
う
。

（
２
）
専
門
企
画
系
統

従
来
の
テ
ー
ブ
ル
方
式
か
ら
、、

基
幹
系
統
同
様
「
職
群
別
定
額
＋＋

業
績
別
加
算
」
方
式
に
変
更
し
、、

業
績
別
加
算
額
に
つ
い
て
は
、
事事

本
業
績
の
反
映
を
行
う
と
と
も
に
、、、、、

毎
回
成
績
の
見
直
し
を
行
う
。

の
内
容
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。



今
年
で
12
回
目

第
12
回
小
平
総
行
動
が
９

月
18
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
一
日
行
動
は
、
午

前
中
は
３
班
に
分
か
れ
、
東

村
山
市
役
所
へ
萩
山
駅
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
や
東
京
サ
レ
ジ

オ
学
園
へ
不
当
配
転
争
議
解

決
の
要
請
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
昭
和
病
院
、
小
平
市
議

会
へ
も
要
請
し
ま
し
た
。
午

後
は
市
役
所
の
各
課
交
渉
を

四
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
行
い
、

４
時
か
ら
は
全
員
で
教
育
委

員
会
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。

要
請
行
動
で
変
化

去
年
の
交
渉
は
、
ほ
と
ん

ど
が
窓
口
で
立
っ
た
ま
ま
こ

ち
ら
の
要
望
を
言
う
だ
け
で

し
た
が
、
今
年
は
会
議
室
へ

通
し
て
く
れ
た
課
も
あ
る
し
、

ロ
ビ
ー
や
窓
口
前
の
椅
子
に

腰
掛
け
た
り
と
い
う
よ
う
に

気
を
遣
っ
て
く
れ
た
部
署
も

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
事
前
に

要
望
書
を
渡
し
て
あ
っ
た
の

で
、
予
算
の
か
か
る
事
は
や

り
ま
す
と
い
う
答
え
は
返
っ

て
き
ま
せ
ん
が
、
話
せ
る
範

囲
で
当
局
の
考
え
も
答
え
て

も
ら
え
ま
し
た
。

の
べ
98
名
の
参
加

こ
の
総
行
動
実
行
委
員
会

に
は
労
働
組
合
や
民
主
団
体

な
ど
37
団
体
と
個
人
（
構
成

団
体
の
全
組
織
人
員
は
１
万

３
０
０
０
人
）
が
参
加
し
て

い
ま
す
。
こ
の
日
の
一
日
行

動
に
は
延
べ
98
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

一
歩
一
歩
前
進

総
行
動
で
要
望
し
て
い
る

こ
と
が
、
少
し
ず
つ
で
は
あ

り
ま
す
が
児
童
館
の
建
設
、

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
改
善
、

昭
和
病
院
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
な
ど
実
現

し
て
い
ま
す
。
要
求
を
も
っ

て
い
る
団
体
は
こ
の
実
行
委

員
会
に
是
非
結
集
し
て
運
動

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
（
Ｈ
）
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小
平
総
行
動
に
参
加
し
て

◎
十
勝
沖
地
震

備
え
あ
れ
ば
・
・
・
・
・
・と
い
え
ど

自
然
の
力
に
は
な
す
す
べ
が
な
し

（
天
災
の
前
に
は
お
手
上
げ
）

◎
実
り
の
秋

作
物
ド
ロ
横
行

お
ち
お
ち
眠
っ
て
い
ら
れ
ま
せ
ん

（
農
家
）

◎
さ
と
う
き
び
畑
の
歌

（
二
時
間
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
）

ざ
わ
わ

ざ
わ
わ

ざ
わ
わ

「
人
間
を
殺
す
た
め
に
生
ま
れ
て

き
た
の
で
は
な
い
」
の
言
葉
に
納
得

休
憩
室

０２年度政治資金収支報告書より

２０００万円以上は８社

年間２０００万円以上の献金を行った企業
は前年の１３社から８社に減少した。
公表された献金実態は次の通りです。
No 企業名 献金額(万円) 献金先
１ トヨタ自動車 ６４４０ 自民
２ ホンダ ３１００ 自民
３ 新日本製鉄 ２５００ 自民
４ 前田建設工業 ２３３６ 自民、保守
５ 東芝 ２３２４ 自民
日立製作所 ２３２４ 自民
松下電器 ２３２４ 自民

８ サントリー ２０５０ 自民、自由
「「日日経経新新聞聞」」（（99月月1122日日付付））



新
年
金
制
度
の

健
全
な
運
用
を

９
月
初
旬
に
「
新
年
金
制

度
」
（
Ｃ
Ｂ
Ｐ
）
の
説
明
会

が
あ
り
ま
し
た
。
基
金
の
財

政
状
況
が
厳
し
い
説
明
が
あ

り
、
今
後
リ
ス
ク
の
少
な
い

運
用
に
心
が
け
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
配
布
さ
れ
た
資
料

に
よ
る
と
、
基
金
財
政
は
、

掛
金
収
入
３
１
９
億
円
、
年

金
給
付
額
４
５
７
億
円
、
一

時
金
給
付
額
１
３
８
億
円
で

驚
く
金
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
基
金
の
運
用
損
失
が
１

４
３
５
億
円
も
計
上
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
運
用
損
失
が
基

金
の
財
政
を
悪
く
し
た
元
凶

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
健
全
な
運

用
に
心
が
け
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
す
。

（
Ｋ
）

ト
イ
レ
に
も

小
物
入
れ
が
あ
れ
ば

先
日
あ
る
会
社
の
ト
イ
レ

を
お
借
り
し
ま
し
た
。
す
る

と
そ
こ
の
ト
イ
レ
に
は
入
り

口
に
二
十
個
ほ
ど
の
棚
が
あ

り
、
歯
磨
き
道
具
や
ら
化
粧

品
な
ど
女
性
た
ち
が
日
中
使

う
小
物
が
そ
れ
ぞ
れ
の
と
こ

ろ
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
の
現
場
は
自

分
の
机
が
な
い
の
で
、
私
物

入
れ
は
あ
り
ま
す
が
な
か
な

か
私
物
は
職
場
に
も
ち
こ
め

ず
更
衣
室
ま
で
い
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
た
ち
の

職
場
の
ト
イ
レ
に
も
「
小
物

入
れ
が
あ
る
と
便
利
な
の
に

な
」
と
思
い
ま
し
た
。
Ｍ
子

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の

取
り
組
み
は

ル
ネ
サ
ス
武
蔵
事
業
所
に

週
一
回
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相

談
窓
口
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

働
く
人
の
心
身
の
悩
み
が
少

し
で
も
改
善
さ
れ
る
様
気
軽

に
利
用
し
た
い
も
の
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
世
間
で
は

過
労
に
よ
る
う
つ
病
発
生
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

職
場
生
活
が
、
成
果
・
評
価
・

ス
ピ
ー
ド
を
重
視
す
る
あ
ま

り
、
人
間
関
係
が
ギ
ス
ギ
ス

し
て
悩
み
、
体
調
不
良
を
訴

え
る
人
も
多
く
な
っ
て
い
る

様
で
す
。

一
番
大
切
な
の
は
、
職
場

に
来
る
の
が
働
き
甲
斐
が
あ

り
楽
し
く
感
じ
る
事
が
で
き

る
環
境
の
整
備
だ
と
思
い
ま

す
。
働
く
も
の
同
士
、
連
帯

感
が
持
て
て
、
気
持
ち
に
ゆ

と
り
が
持
て
る
仕
事
量
や
労

働
時
間
が
必
要
で
あ
り
、
さ

ら
に
家
族
・
友
人
と
の
交
流

が
持
て
る
働
き
方
が
当
た
り

前
に
な
る
様
に
し
な
け
れ
ば
、

真
の
解
決
に
は
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

（
Ｉ
）

職
場
だ
よ
り

2003年10月08日 むさしNet 第39号 (4)

絵
手
紙
で
ご
挨
拶

編
集
後
記

今
月
も
多
く
の
情
報
がが

寄寄寄寄寄
せ
ら
れ
、
期
待
の
高
ささ

ををををを
感
じ
ま
す
。

今
後
、
三
菱
電
機
の
処処

遇遇遇遇遇
制
度
改
訂
の
動
き
を
おお

知知知知知
ら
せ
し
ま
す
。

（
Ｔ
））

ルネサスの経営計画

固定費550億円削減

ルネサスは9月9日記者会見で「中

期経営計画」を発表しました。その

中で、05年までに「損益分岐点」を1

000億円下げるために、その中で55％

にあたる550億円分を「固定費カット

では人員スリム化や拠点の統廃合を

検討する」(9月10日付日経産業)と報

道しています。この計画が実行され

るとすれば、関連会社を含む全従業

員の10％削減の3000人規模と大幅な

人人員員削削減減ととななりりううるるももののでですす。。((ＴＴ))


